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【緒言】 

 最近になりＴＶや新聞などでまた大きくたば

こ税の増税が注目されるようになり、私もよく

耳にするようになった。平成18年度の増税実施

以来、さらに増税をするために税制調査会など

において、増税の話はあったのだが、毎回見送

りとされてきた。しかし、政権交代をしたこと

で、今まで見送りになってきた、たばこ税増税

の実施が加速し、来年にも行うとされている。

私の知人の間でも、このたばこ税増税のことが

話題に上ることがあり、世間の関心も高いこと

が伺える。また増税の話題の中で、知人それぞ

れの意見が異なることもわかった。そこで私は、

もし増税がされ、煙草１箱の値段が上がった場

合いくらまでならお金を出すのか、その金額に

対して、喫煙習慣や所得などに何か因果関係の

あるものがあるのではないかと疑問に思った。 

 

【方法】 

 質問調査形式を用いて、20代男子大学生の喫

煙者にアンケートを実施した。アンケートは以

下の5つの項目からなり、年齢と性別を記入し

てもらい、①喫煙歴②1 日の喫煙煙草本数③今

までの禁煙有無とその期間④現在の可処分所得

⑤煙草1箱への支払い金額の限度、の5つの項

目を質問項目として調査を行った。 

 

【結果】 

 煙草価格が400円までは、大きな人数の減少

はみられないが、450 円になると喫煙率は

68.7％まで落ち込み、500 円を突破して 550 円

になると喫煙率は27.0％まで落ち込む。その後

1000 円までは喫煙率の低下は見られないが

1000 円を超えてくると喫煙率は 12.5％まで落

ち込むことがわかった。また「煙草1箱に支払

う限度金額」は、「喫煙歴」の長さ、「1 日の喫

煙煙草本数」、「可処分所得」の金額において比

例関係の傾向があり、このことから煙草への依

存性が高いと考えられる人や、経済的に余裕が

ある人は比較的「煙草1箱に支払う限度金額」

が高いことが明らかになった。そして禁煙経験

の有無において、禁煙経験の無い人よりも、禁

煙経験のある人の方が「煙草１箱に支払う限度

額」が高いことが明らかになった。 

 

【考察】 

 煙草産業による経済効果は2兆8000億円の損

失となる。実際にたばこ税による利益が 2 兆

3000億円であるとしても、煙草産業がもたらす

経済的デメリットは2兆4000億円となる。経済

面から考えると、たばこ税を増やし国家財政を

増やすという目的だけではなく、喫煙率低下を

促し煙草産業による経済へのデメリットを減ら

す目的においても行われるのではないかと考え

ることができる。そして実際に大幅な増税が行

われた場合、急激な喫煙率の低下が予測される

ことから、煙草産業に関連する農家や販売店、

企業に様々な補償を行わなければならなく、一

時的に国家負担金が多くなるかもしない。そし

て当然なことのように様々な人からの反発も大

きく、論理的なことだけでは進めることができ

ないかもしれないが、煙草が増税されて喫煙率



が低下し、もし結果的に現在のたばこ税による

税収が得られなかったとしても、将来の経済面

や国民の健康被害、環境汚染、未成年の喫煙に

よる違法問題などを考えれば、増税を行うこと

にとてもメリットがあるのではないかと私は考

える。 


